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生箇所と犠牲者数が急激に増えていることが示されている［SBM 2016］。新聞報道でも 2011 年以
降の襲撃報道は確かに増えてきていた。この 2011 年をもって衝突の質的変化もみられると断定す





2010 年以前で最大の衝突事件は、2000 年のカドナ州南部で起きたシャリア法導入 1をめぐるイ
                                                   
1 2000 年 1 月に北部のザンファラ州でシャリア法の厳格施行が実行に移され、その後 2005 年までに北部の 12 州
で同様の決定がなされた［島田 2019b, 233-234］。 
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（地名については図 1 参照）。 
 






は、北部ナイジェリアを南北に長距離移動する［Fricke 1979］。1 年を 5 季に分け、12 月から 2 月
のハマターンが吹く乾季には南へ大移動する。その行き先はニジェール川とベヌエ川の広大な河
岸低地（ニジェール・ベヌエ低地）やさらにその南の旧西部地域や旧東部地域にまで広がってい
る（図 2 参照）［Adebayo 1990, 194］。 
 












2005 年頃までは何とか保たれてきたと述べている。  
2010 年以前の衝突には半定住型牧畜民と農民のあいだで起きたものが多い。プラトー州の州都
ジョスで 2001 年 9 月に起きた大虐殺は、農民が牧畜民を襲ったものであった。ジョスの地元民を
任じるキリスト教徒のビロム人（Birom）が、後からこの地に入植してきた半定住型牧畜民（多く





















プラトー州で 2001 年に始まった牧畜民と農民の衝突は報復の応酬となり 2018 年まで続いた
                                                   






ついて指摘している［Mehta, Leach and Scoones 2001］。 
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独立直前の 1954 年の放牧地保護計画や 1965 年の放牧地保護法制定によって確保された土地は
わずかであったし［Iro n.d.］、1970 年代のオイルブーム期でも、河川流域開発公社（River Basin 
Authority）の設立とその公社のもとで進められた灌漑畑の整備に比べ、放牧地確保に支出された
予算は少なかった。1976 年に開始された放牧地の画定事業で確定された土地は 1980 年時点で目
標の 11%（230 万ヘクタール）にすぎず、牧畜民の期待に応えうるものではなかった。さらに 1992




1999 年の民政移管で、軍政時代（1983-1999 年 5）に押さえこまれていたその不満が一気に噴き
出した。大統領選挙が実施されるようになると、大統領候補者は必ずミイェッティ・アラー家畜





（4）国定放牧地保護法（National Grazing Reserve Bill） 
2015 年に北部出身のブハリ（全進歩者会議 All Progressives Congress: APC）が政権の座に就いた。
                                                   
5 1993 年の数カ月間民主政権があったが実質的には軍部が政権をコントロールしていた。 
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北部出身大統領は、2010 年に任期途中で死亡したヤラドゥア以来のことである。ブハリはミイェ
ッティの支援者で、自らも 270 頭（大統領就任時の 2015 年）ものウシを所有するフラニ人である
［Good Governance Africa 2018］。当選した翌年の 4 月に、積年の放牧地問題に取り組むべく、国
定放牧地保護法（National Grazing Reserve Bill）の検討委員会設置を上院に提案した［Fani–Kayode 
2016］。これは、2008 年の国定放牧地保護（設置・開発）法（National Grazing Reserve Establishment 
& Development Bill 2008）を修正した法律で、ヤラドゥア大統領時代にも提案されたが可決されな
かったものである。大統領直属の国定放牧地保護評議会を設置し、いかなる土地であれ土地を（有
償で）収用することができる権限をその議長に与えるという法律であった。この法律が成立すれ
ば、すべての州で放牧地保護区の設定が可能となる［Anaba et al. 2016］。 
南部の人々はこの法律に激しく反対し、州議会の議員たちも直ちに反対運動に立ちあがった
［Fani–Kayode 2016］。2017 年 5 月、ベヌエ州議会が放牧地反対法（Anti-open Grazing Law）を可
決し、この後カドナ州、ザンファラ州、タラバ州議会が続いた。さらに南部のエキティ州でも同






























































                                                   
6 ヒョウやバブーンの仕業に見せかけた呪術的殺人は 1940 年代までアフリカ各地で見られたという［Pratten 2007, 
1-20］。 
7 1999 年以降に叢生してきた自警団に法的根拠を与えたといわれているのがこの法律である［Pratten 2008, 186］。 
8 何人かの州知事が、合目的で規律の高いこの集団を州の治安維持部隊に取り込もうとしたがこの集団は拒否を
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2019 年 2 月 23 日に大統領選挙が実施され、ブハリ大統領が再選されたのである［島田 2019a; 玉
井 2019］。ヨルバランドにおけるフラニ牧畜民に対する警戒心はいっそう高まることになった。 
この危機感を受け、2019 年 6 月にヨルバランドの 5 州（オグン、オヨ、オンド、オスン、エキ
ティ）の知事たちがオヨ州の州都イバダンでサミットを開催し、地域の治安悪化に対応するため
として「アモテクン作戦（Operation Amotekun）」を導入すると宣言した［Ojelu 2020］。その直後の
                                                   
貫いた。そのことが関係しているかどうかわからないが、指導者らが暗殺され、その後組織は崩壊にむかった。 
9 アダマワ州、ベヌエ州、カドナ州、タラバ州、ザンファラ州で総計 262 人の人から聞き取り調査を行った。 
10 兵士のなかには、農民が武器を持っているかどうかを調べるとして家に押し入り、彼らを殴り家に火を放つ者
もいたという。アダマワ州の 5 つの村では爆破まで行ったという［Amnesty International 2018, 7］。 
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7 月にオンド州の州都アクレで、汎ヨルバ社会文化組織であるアフェニフェレ（Afenifere）の会長
の娘がフラニ牧畜民により殺害されるという事件が起き［Daily News 2019; Oraetoka  2020］、ヨル
バ人のフラニ牧畜民排斥運動に拍車がかかることになった。アフェニフェレは、汎ヨルバ政治社
会団体であるオドゥア人民会議（Oodua Peoples Congress: OPC）と密接な関係をもつ民族主義的文
化団体であり、排斥運動を実行したことのある組織である。 




く AMOTEKUN と書かれた車が勢揃いする様子がテレビのニュースや SNS で流された。 
しかしこの発表の直後、連邦警察庁長官は、アモテクンは法的に問題があるとの見解を述べた。
法務大臣も、警察を補助する警備隊（anti-crime outfits）にすぎないにもかかわらず、犯罪者を取り






の活動が法律で認められており予算の支出さえ行われている［Nigeria Stability and Reconciliation 
Programme 2016］。さらにボコハラム掃討作戦を実施している北東部のボルノ州やヨベ州では合同
作戦隊（Joint Task Force: JTF）という自警組織が政府指導で作られ、資金的援助はもちろん武器も
支給されている。「警察以外の治安維持組織」を北部では認めておきながら西部のアモテクンを認
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当初アモテクン設置法は 2 月 14 日までにすべての州議会で可決されることになっていたが、期
限内に実現したのはエキティ州のみであった［Vanguard 2020］。WNSN の役員の任命、隊員のリク
ルートも遅れた［Johnson, Akinrefon, Abubakar et al. 2020］。オスン州で二人の退役軍人が WNSN 評
議会会長と WNSN 団長に任命されたのは 7 月になってからである［Abubakar 2020］。オヨ州の隊


















べるには、1900 年の植民地支配から述べる必要があるのだが、ここでは 1960 年の独立以降の地




リオ通りに実現した。しかし 3 地域 13がそれぞれ政府と議会を持ち一定の財政基盤も持つという
連邦制は、地方政府と連邦政府とのあいだに絶えず緊張を生むばかりか、各地域における分離主
義的傾向を助長する危険性をもっていた。 
1967 年から 1970 年まで続いたビアフラ内戦はその危険性が現実のものとなったものといえる。




12 2020 年 9 月初旬の段階で、アモテクンが無事正式発足できるかどうか危い状況になってきている［Nnochiri and 
Onuegbu 2020］。 
13 1963 年に西部地域が二分され、かつてベニン王国があった地域が中西部地域とされ 4 地域体制になった。中西
部地域は西部と東部の緩衝帯として一定の役割を果たしたが、国政レベルでは独自の役割を演じることはなく、
実質的に 3 地域体制は継続した［島田 1992, 150-164］。 
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東部地域のビアフラ国独立の動きが風雲急を告げるなかで、連邦政府軍は地域体制を廃止しかわ







かの州では、2012 年に設立されたビアフラ地元民（Indigenous People of Biafra: IPOB）のビアフラ
独立運動が勢いを増してきた。これに対し連邦政府は、2017 年に IPOB をテロ集団と指定して取
り締まりを強化し指導者のカヌを拘束した 14。 






















                                                   
14 2017 年 9 月に自宅を急襲され行方不明となったカヌは、2018 年 10 月にイスラエルで突如メディアの前に姿を
現し、その後ロンドンに移り IPOB の運動を再開している。 
15 大統領を南部と北部で交互に出すという制度で、1999 年に政権党となった人民民主党（People’s Democratic Party: 
PDP）の綱領に明記されている。輪番の周期年数は決められていないが、2 期 8 年を限度に南北間で輪番する「了
解」が PDP 内部では定着している。APC の綱領にはこのような規定はないが、輪番制を無視することは容易で
はないと思われる。 
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SARS とは国家犯罪調査情報局に属する「対強盗特殊部隊」（Special Anti-Robbery Squad）のこと
で、武装強盗、自動車強盗、誘拐、家畜泥棒、銃がらみの犯罪などを調査し逮捕する権限を持つ
秘密部隊である 17。2020 年 6 月にアムネスティ・インターナショナルは、SARS が行ってきた拷





事態を重く見たブハリ大統領は 10 月 22 日にテレビ演説を行い、SARS の解散と関係者の処罰を
発表した。しかし#EndSARS が掲げた要求 18にまともに応えるものとはなっておらずデモ参加者











                                                   






19 ソーシャルメディアを使った#EndSARS 運動は、2019 年の大統領選挙に立候補し選挙後「今こそ革命を
（Revolution Now）」運動を進めているソウォレ（O. Sowore）のやり方と非常に近い。 
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